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1 ．はじめに  雨天時の道路面排水が公共用水域の水質汚濁

の一要因となっており、その汚濁負荷が今後更に増加してい

くと予想されている。そこで本研究では、その対策のひとつ

として、土壌浸透処理に着目し、屋外にパイロット的な実験

施設を設置して実証実験を行った。そこで得られた知見をも

とに、施設の処理効率とその持続性について検討を行った。 

2 ．施設概要  雨天時道路面排水(集水面積 750m2)を土壌浸

透施設（7×8×0.45m）に導水し、土壌中に浸透した水は、施

設底部に埋設されているパイプにより集水し系外へ浸透流出

水として流出する。浸透せずに土壌表面を流下した水は下流

部にあるパイプより系外へ表面流出水として流出する。水収

支を把握するため施設底部には遮水シートが設置してある 

(図１) 。 

3. 調査・実験概要  2000 年 6 月から約4 ヶ月に渡り4 種類

の調査・実験を行った。 

3-1  流量調査   施設の水収支とその変化を検討するため、

施設内に流入した道路面排水流量と表面流出水流量および浸

透流出水流量を流量計によって測定した。設置地点を図 1 に

示す。調査対象降雨は 13 降雨である(表 1 )。 

3-2  雨天時水質調査   施設の処理効率とその変化を検討

するため、施設内に流入してくる道路面排水負荷量と、表面

流出水負荷量および浸透流出水負荷量との関係を把握した。

道路面排水、表面流出水、浸透流出水を一定時間間隔で採水

し、物理指標、汚濁指標について分析を行った。分析対象降

雨は４降雨(表１)で、分析項目は形態別のCOD、窒素、リンと

SS、粒度分布、各種重金属である。 

3-3  土壌調査   施設の運用に伴う土壌中含有物質量、土壌

粒子の経日変化を検討するため、上流部・中流部・下流部の

土壌表面および深さ 5cm の土壌を採取し、物理指標、汚濁指

標について分析を行った。調査回数は 7 回で、分析項目は炭

素、窒素、リン、粒度分布である。 

3-4  現場透水試験   施設の運用に伴う透水速度の変化と

その影響要因を検討するため、現場において透水試験を行っ 

（キーワード：雨天時道路面排水、土壌浸透処理、処理効率、持続性、表面流出水、透水速度） 
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表１ 降雨状況  

･･･分析対象降雨 

図 1  土壌浸透処理施設概要図  

図２ 道路面排水と表面流出水の関係  

月日
降雨量
（mm）

降雨継続時
間（分）

先行無降雨
日数（日）

8/7 4.0 150 5.1
8/8 4.0 20 1.7

8/31 2.5 130 21.5
9/2 0.5 10 1.6
9/2 11.5 30 0.2
9/8 2.0 190 6.1
9/9 9.5 40 0.8

9/11～12 175.0 2610 2.0
9/15～16 20.5 460 2.9
9/23～24 54.0 1780 6.4

9/30 2.0 80 5.8
9/30～10/1 32.5 870 0.2

10/2 4.5 80 1.5
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た。試験は、あらかじめ土壌中に埋設してある長さ20cm、

内径 15cm のパイプの上に長さ 5cm、内径 15cm のパイ

プを接合し、接合した部分を蒸留水で満たした後、土

壌中に浸透した水量と同量の水量を 3 分毎に補充して

いき、その水量変化を捉えた。調査回数は12 回である。 

4 ．結果と考察 

4-1  施設の処理効率  水量と負荷量および土壌中

含有物から施設の処理効率を検討した。 

水量について、道路面排水流量が0.1L/sec 以下では

10%以下の表面流出水であるが、1L/sec では 75%、

3L/sec では 85%の表面流出水になる(図２) 。 

負荷量については降雨特性によって施設処理効率

（土壌保持負荷量/道路面排水負荷量）が異なっており、

懸濁態成分で 27～90％、溶存態成分で12～80％とばら

つきがあった他マイナスのケースもあった。この原因

として水表面流出率（表面流出水量/道路面排水量）と

土壌水保持率（（道路面排水－表面流出水－浸透流出

水）/道路面排水）が関係していることがわかった（図

３）。また、懸濁態の窒素と溶存態のリンが過流出とな

っている。 

また、土壌中含有物の変化として、炭素は上、中流

部の表面に蓄積していくことがわかった。窒素では上、

中流部の表面を中心に深さ 5cm にも蓄積していくこと

がわかった。一方リンでは変化にばらつきが見られた

(図４)。また、粒度においても上、中流部の表面にお

いて 75μm 以下の粒子の増加が見られた(図 5 )｡ 

4-2  処理効率の持続性と影響要因   施設の処理効

率の持続性については、透水速度が経日で変化してお

り、施設の処理効率が低下していることが推定される。

また、雨天時の施設浸透速度も透水速度とほぼ同様の

傾向で変化していることから、透水速度の低下が雨天

時の処理効率に直接影響していることが分かる（図６）。

また、上、中流部から持続性に影響がでていると考え

られる。 

5．まとめ  水の土壌表面流出率、土壌の粒度と含有

物率などの変化から、処理効率の低下と施設の持続性

の検討を行い、目的に合った結果を得た。負荷の過流

出も見られたことから、持続性を定量化するため、経

時的なマスバランスの変化をさらに明確にする必要が

ある。 

図４ 土壌中含有物率の変化  

図６ 透水速度の変化  
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図５ 7 5 μm 以下粒子の粒度分布の変化  

図３( 1 )  処理効率（懸濁態）と水収支との関係  
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図３( 2 )  処理効率（溶存態）と水収支との関係  
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